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ドイツ－ザクセン邦－のミッテルシューレにおける生物教育の歴史的分析

－旧東ドイツの学習指導要領との比較に基づいて－

田中　賢二※ 1　小銭　彩香※ 2

要旨：ドイツ・ザクセン邦におけるミッテルシューレと東ドイツのオーベルシューレとに焦点を当て，学校教育

法，学習指導要領などを手がかりにし ,40 年間程度の隔たりがある生物教育の比較分析を行ってきた。週授業時

間数はオーベルシューレ（第 5 ～ 10 学年）からミッテルシューレに至り 1 時間減少した。例えば , オーベルシュー

レでは生物兵器 ( ベトナム戦争におけるアメリカ軍の枯葉剤散布 ) を取り上げることを求めていたが , ミッテル

シューレでは話題にもなっていないことや , 東ドイツもザクセン邦も遺伝学習はされているが , 東ドイツは遺伝

子レベルで , ザクセン邦は DNA レベルまでも学習がされていることから判断すれば , 生物教育は社会主義の建設

を標榜しなくなったことによるイデオロギーの変化と , 科学技術の発展による時代の流れによる変化に影響され

てきたことがうかがわれる。

キーワード：ザクセン邦，生物教育，歴史的分析 , 旧東ドイツ , 学習指導要領

※ 1 田中賢二（岡山大学）

※ 2 小銭彩香（岡山大学大学院）

Ⅰ．はじめに
　義務教育段階の最後，前期中等教育段階において，

日本の中学校「理科」における生物教育と異なり，ド

イツでは，既に，教科「生物」を設定し生物教育が

行われている。どのような特徴があるのであろうか。

　既に筆者ら（小銭彩香 , 田中賢二）は日本の前期中

等教育段階の生物教育については過去 50 年分の学習

指導要領に基づき歴史的分析 1）を行ってきたし , ド
イツ・ザクセン邦のミッテルシューレ（通算呼称 , 第
５～ 10 学年）における生物教育の現状分析 2）を物

理教育との比較によって明らかにしてきた。

　このザクセン邦は , 旧東ドイツ地区であり , 東西ド

イツ統一・1990 年以前と以後とでは大きな歴史的変

化を遂げている。

　1990 年以前の生物教育については ,1960 年代に焦

点を当て , 旧東ドイツの生物教育の特質を既に宮野純

次が明らかにしてきている 3）。
　引き続き歴史的分析として , 本稿の具体的な目的

は，ザクセン邦のミッテルシューレと旧東ドイツの

オーベルシューレとに焦点を当て，学校教育法，同

施行規則，学習指導要領など 4~12）を手がかりにし , 
40 年間程度の隔たりがある生物教育の比較を行うこ

とである。

　なお，このザクセン邦における初等科学教育と物

理教育の現状は，2 編の前稿 13）14）で明らかにし

ている。また，連邦構成 16 邦の一つ，ザクセン邦（邦

都ドレスデン）は，いわゆる旧東ドイツ地区，新編

入５邦の中で，最も人口・人口密度の大きな邦であり，

面積と人口とも，四国に，ほぼ相当している。同邦

の他の独立市としては，ドレスデンの他に，ケムニッ

ツ，ライプツィヒなどがある。

　本稿は，日本理科教育学会第 61 回全国大会（平成

23 年 8 月 20 日 21 日，松江市・島根大学）において，

小銭彩香（修士論文指導学生）・田中賢二が，口頭発

表した内容を，再編・加筆したものである。

　

Ⅱ．枠組み
　ドイツ民主共和国（東ドイツ）はドイツ民主共和国

憲法（第 17 条）によってすべての市民に対し , 統一

的な教育制度を保障している。一方 , ドイツ連邦共和

国においては教育の管轄権が邦にあることを，ザク

セン邦の憲法（第 103 条）によって確認できる。教

育が中央集権から地方分権に変わったことになる。

【研究論文】
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Ⅱ．１．学校制度  
　東ドイツは 10 年間一貫のオーベルシューレへの就

学義務がある。東ドイツは社会主義国であり , それが

教育にも反映していた。オーベルシューレは , それ以

後の教育と職業活動とに対して基盤として現代的な社

会主義教育的普通教育を行う。

　ザクセン邦は４６２制の学校制度，９年間の義務教

育である。ザクセン邦は , 普通教育を行う中等教育段

階の学校は２分岐し，基礎学校の最終学年，第４学年

卒業後 45％が前期後期中等教育一貫の，いわば中高

一貫教育学校，中等教育学校としてのギムナジウム（８

年制）に，55％が前期中等教育段階だけの，いわば

中学校としてのミッテルシューレ（５ないし６年制）

に進んでいる（2009/10 年度）。

Ⅱ．２．週授業時間数・学習指導要領
  東ドイツオーベルシューレ１～４学年には生物 , 物
理 , 化学 , 天文という教科はザクセン邦基礎学校１～

４学年と同様に設定されておらず , 東ドイツオーベル

シューレ（５～ 10 学年）を前期中等教育段階とみな

していく。

　表１と表２は前期中等教育段階に属する , 東ドイツ

オーベルシューレ（５～ 10 学年）とザクセン邦ミッ

テルシューレの週授業時間割表から自然科学関係の

教科についての抜粋である。

　東ドイツオーベルシューレの生物の週授業時間数

は 11 でザクセン邦ミッテルシューレの生物の週授業

時間数とは異なり , １時間多いまた , 東ドイツには天

文の時間が設けられているが , ザクセン邦にはない。

　図１は , 東ドイツオーベルシューレ（第５～ 10 学

年）の週授業時間割表とザクセン邦ミッテルシューレ

の週授業時間割表における教科を５区分（ドイツ語 /
社会科学 / 芸術 , 数学 / 自然科学 , 外国語 , 技術 / コン

ピュータ , スポーツ）に分類し割合を求め , 帯グラフ

で示したものである。
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　ドイツ語 / 社会科学 / 芸術の割合はザクセン邦のほ

うが大きく , 数学 / 自然科学と技術 / コンピュータは

東ドイツのほうが大きいことで , 違っている。

以下 , 東ドイツとザクセン邦の学習指導要領に注目し

比較を行っていく。

　表３は，東ドイツ学習指導要領・生物第５・６学年

と７―10 学年の目次と各学年の冒頭部分である。対

応してザクセン邦の場合は表４である。

　東ドイツでは，第５，６学年と第７～ 10 学年と学

習指導要領が２冊に分かれているが , 冒頭部分は全学

年同じ文で始まっている。

　ザクセン邦では ,2004 年から３年間をかけて順次移

行し，部分改訂が，移行段階の終了 2009 年にザクセ

ン邦教育研究所との協力の下，ミッテルシューレ教員

によってなされている。東ドイツは 1966 年～ 1971
年にかけて各学年で施行され , 東ドイツとザクセン邦

の学習指導要領・生物には 40 年間程度の隔たりがあ

る。

Ⅲ．東ドイツオーベルシューレの生物教育からザクセ
ン邦ミッテルシューレの生物教育への変遷
Ⅲ．１．目標
　東ドイツオーベルシューレとザクセン邦ミッテル

シューレの教科生物における目標と課題を比較すれば

それぞれ表５と表６となる。
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　ザクセン邦も東ドイツも共に目標のタイトルは ,「目

標と課題」であるが , ザクセン邦はより具体的に一般

教育への寄与と教科目標とに分けて目標を示してい

る。

　東ドイツはザクセン邦より , 文の数が多くより細か

く , 具体的に指示されている。（東ドイツ：19 文 , ザ
クセン邦：一般教育への寄与５文 , 教科目標３文）

　東ドイツは職業に関して触れられておらず , ザクセ

ン邦は就職と進学について触れられている。

　東ドイツもザクセン邦も共に世界像に関して触れら

れているが , ザクセン邦は進化に関することへの世界

像を , 東ドイツは生物教育全般への世界像について触

れられている。

　ザクセン邦は興味・関心に関して一般教育への寄与

で触れられているが , 東ドイツは触れられていない。

　ザクセン邦は技術に関して触れられていないが , 東
ドイツには科学技術という形で触れられている。

Ⅲ．２．内容
Ⅲ．２．① . 概要
　東ドイツオーベルシューレとザクセン邦ミッテル

シューレにおける生物教育の学習内容の構成を , 学習

内容と標準時数で比較すれば表７となる。 
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　東ドイツからザクセン邦に至り選択分野が導入され

ている。

 　東ドイツもザクセン邦も共に , 人体を取り扱ってお

り , ザクセン邦に至っては心理やストレスも取り扱っ

ている。（記憶と忘却 , ストレスの克服）

　コンピュータとメディアがザクセン邦では選択分野

で取り扱われているが , 東ドイツでは取り扱われてい

ない。

Ⅲ．２．② . 割合
  図２は , 東ドイツオーベルシューレとザクセン邦

ミッテルシューレにおける教科生物の学習分野を５区

分（一般生物学 , 植物 , 動物 , 人体 , その他）に学習

時数で分類し , 割合を求め帯グラフで示している。

図２　東ドイツオーベルシューレとザクセン邦ミッテルシューレにおける教科生物の学習分野別割合
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　東ドイツもザクセン邦も共に一般生物学の割合が一

番多く占めている。

５区分の中で割合の差が一番大きいのは植物分野であ

り , ザクセン邦に至り減少しているが , 動物分野はザ

クセン邦に至り増加している。

　人体分野の割合は東ドイツもザクセン邦もほとんど

差はない。

Ⅲ．２．③ . 指示例
　学習分野の指示は，東ドイツの第５, ６学年とザク

セン邦は表による形式で項目的である。しかし , 東ド

イツの７～ 10 学年は項目的ではなく文章で指示され

ている。

　東ドイツの「内容一覧」は内容のタイトルであり ,
「知識」と「必要な自分自身で考えた活動と先生に指

導された活動」はザクセン邦でいう備考にあたり , 学
習の提案であり，適切な教授学習方法の指示，内容的

な説明，また，児童への多様な支援可能性の事例であ

る。結局 ,「目標と内容」の覧は必修であり ,「備考」

は選択とみなせる。

　表８は，最初の例であり，東ドイツ：第５学年，第

１学習分野：生物・新しい教科 , ２時数である。

表 10 は，最後の例であり，東ドイツ：第 10 学年，

第２学習分野：生物学の意義 , ４時数である。

対応してザクセン邦については，表９と表 11 である。

尚 , 表８, 表 10 において書式が異なるのは第５, ６学

年と第７～ 10 学年で学習指導要領が別冊になるから

である。
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　ザクセン邦は第 10 学年で生物に関する職業を取り

扱うように指示されているが , 東ドイツは第５学年で

生物を基盤にする職業や学者について取り扱われてい

る。

　東ドイツもザクセン邦も第５学年で最初に学ぶ学習

内容は生命の特徴を２時数で取り扱っており , 生物と

無生物を比較し , 違いを理解するように指示されてい

る。

　第 10 学年で最後に学ぶ学習内容は東ドイツもザク

セン邦も生物学の発展（ザクセン邦）や展望（東ドイツ）

であり共に今後の生物学に関する内容を取り扱ってい

るが , 時数は東ドイツ 4 時数 , ザクセン邦 20 時数で

差がある。時数に違いがあるので中身をみると , ザク

セン邦は地球規模での学習であり , 東ドイツは生物学

の展望といっても注意書きによって先生の説明だけに

とどめるべきだと特記されている。

Ⅳ．おわりに
　ドイツ・ザクセン邦のミッテルシューレと旧東ドイ

ツのオーベルシューレとに焦点を当て，学校教育法，

同施行規則，学習指導要領などを手がかりにし , 40
年間程度の隔たりがある生物教育の比較を行ってき

た。

　生物の週授業時間数は東ドイツオーベルシューレ

（第５～ 10 学年）からザクセン邦ミッテルシューレ

に至り 1 時間減少した。（表１, ２）

ザクセン邦ミッテルシューレでは選択分野が導入され

たが ,（表７）必修分野の内容を５区分すれば , 割合

に関する大きな変化は , 植物分野の減少と , 動物分野

の増加であり , 人体分野の変化はほとんどなかった。

（図２）

　東ドイツもザクセン邦も共に , 人体を取り扱ってお

り , ザクセン邦に至っては心理やストレスも取り扱っ

ている。（記憶と忘却 , ストレスの克服）（表７）

　さらに学習指導要領を検討すれば以下のようなこと

に注目しておきたい。

　東ドイツオーベルシューレ（第５～ 10 学年）では

生物兵器 ( ベトナム戦争におけるアメリカ軍の枯葉剤

散布 ) ソビエトの核開発の正当性 , 農業生産に対する

生物学の寄与を取り上げることを求めていたが , ザク

セン邦ミッテルシューレでは話題にもなっていない。

　東ドイツオーベルシューレもザクセン邦ミッテル

シューレも遺伝の学習はされているが , 東ドイツオー

ベルシューレは遺伝子レベルで , ザクセン邦ミッテル

シューレは DNA レベルで学習がされている点が科学

技術における変化であり , それ以外はどちらも同じよ

うな内容を学習している。

　総括すれば , 40 年間程度の隔たりがある生物教育

は , 社会主義の建設を標榜しなくなったことによるイ

デオロギーの変化と , 科学技術の発展による時代の流

れによる変化とに , 影響されてきたといえる。
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